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二
一
世
紀
初
頭
、

ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
で

は
多
く
の
国
で
左
派

政
権
が
誕
生
し
た
。

な
か
で
も
先
陣
を
切

り
一
九
九
九
年
に
政

権
に
就
い
た
ベ
ネ
ズ

エ
ラ
の
ウ
ー
ゴ
・
チ

ャ
ベ
ス
大
統
領
は
、

域
内
で
も
最
も
急
進
的
な
政
治
経
済
的
変
革

を
進
め
、
か
つ
対
外
的
に
は
強
硬
な
反
米
路

線
を
打
ち
出
す
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
急
進
左

派
の
急
先
鋒
で
あ
っ
た
。
二
〇
一
二
年
一
〇

月
に
四
回
目
の
大
統
領
選
挙
で
再
選
を
は
た

し
、
二
〇
年
の
長
期
政
権
へ
の
道
筋
を
つ
け

た
も
の
の
、
そ
の
直
後
に
癌
が
再
発
し
、

二
〇
一
三
年
三
月
に
死
去
し
た
。
翌
四
月
に

実
施
さ
れ
た
大
統
領
選
挙
で
は
、
チ
ャ
ベ
ス

が
後
継
者
と
し
て
指
名
し
て
い
た
ニ
コ
ラ

ス
・
マ
ド
ゥ
ロ
が
勝
利
し
て
政
権
に
就
き
、

「
チ
ャ
ベ
ス
な
き
チ
ャ
ビ
ス
モ
（
チ
ャ
ベ
ス

派
政
権
）」
が
誕
生
し
た
。

　
本
書
は
、
良
く
も
悪
く
も
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
の

歴
史
と
国
民
の
意
識
、
生
活
に
大
き
な
イ
ン

パ
ク
ト
を
与
え
た
チ
ャ
ベ
ス
政
権
の
一
四
年

（
場
合
に
よ
っ
て
は
マ
ド
ゥ
ロ
政
権
期
も
含

め
た
チ
ャ
ベ
ス
派
政
権
一
七
年
）
を
総
括
し
、

一
般
読
者
向
け
に
ま
と

め
た
も
の
で
あ
る
。
チ

ャ
ベ
ス
大
統
領
登
場
と

と
も
に
日
本
で
も
注
目

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

ベ
ネ
ズ
エ
ラ
だ
が
、
日

本
語
で
の
情
報
が
き
わ

め
て
限
ら
れ
て
い
る
た

め
、
チ
ャ
ベ
ス
政
権
下

の
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
の
経
験
に
つ
い
て
、
研
究
者

の
み
な
ら
ず
一
般
読
者
を
対
象
に
情
報
を
整

理
し
、
分
析
結
果
を
わ
か
り
や
す
く
提
示
す

る
こ
と
を
目
的
に
企
画
し
た
の
が
、
本
書
で

あ
る
。

　
ソ
連
東
欧
体
制
が
崩
壊
し
、
中
国
が
改
革

開
放
路
線
に
舵
を
切
っ
た
の
が
す
で
に
歴
史

と
な
っ
て
い
た
二
〇
〇
五
年
、
チ
ャ
ベ
ス
は

「
マ
ル
ク
ス
の
亡
霊
と
と
も
に
社
会
主
義
が

復
活
す
る
」
と
い
う
言
葉
と
と
も
に
、
ベ
ネ

ズ
エ
ラ
に
お
い
て「
二
一
世
紀
の
社
会
主
義
」

国
家
建
設
を
め
ざ
す
こ
と
を
宣
言
し
た
。
経

済
活
動
へ
の
国
家
介
入
を
強
め
、
多
く
の
企

業
や
農
場
を
強
制
的
に
国
有
化
し
、
す
べ
て

の
財
サ
ー
ビ
ス
価
格
、
為
替
レ
ー
ト
、
外
貨

取
引
を
厳
し
く
統
制
・
制
限
し
た
。
政
治
面

で
は
、
代
表
制
民
主
主
義
は
政
治
エ
リ
ー
ト

に
よ
る
政
治
支
配
の
仕
組
み
に
す
ぎ
な
い
と
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四
三
、
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
、
二
〇
一
六
年

『
チ
ャ
ベ
ス
政
権
下
の
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
』

し
て
批
判
し
、「
国
民
が
主
人
公
の
参
加
民

主
主
義
」
を
掲
げ
て
、
選
挙
以
外
に
市
民
が

政
治
的
意
思
決
定
に
参
加
す
る
さ
ま
ざ
ま
な

制
度
を
構
築
し
た
。
し
か
し
社
会
主
義
宣
言

と
と
も
に
、
チ
ャ
ベ
ス
の
参
加
民
主
主
義
の

概
念
は
変
質
し
、
そ
れ
に
と
も
な
い
地
域
住

民
委
員
会
な
ど
の
参
加
制
度
も
、
住
民
ら
に

よ
る
自
発
的
な
参
加
組
織
か
ら
社
会
主
義
国

家
建
設
の
た
め
の
組
織
へ
と
変
質
し
て
い
っ

た
。
一
方
、
チ
ャ
ベ
ス
大
統
領
は
自
ら
へ
の

権
力
集
中
を
進
め
、
憲
法
が
定
め
る
再
選
回

数
制
限
を
撤
廃
し
て
長
期
政
権
化
へ
の
道
筋

を
つ
け
る
と
と
も
に
、
議
会
、
司
法
、
検
察

庁
、
選
挙
管
理
委
員
会
、
国
営
石
油
会
社
、

中
央
銀
行
な
ど
す
べ
て
の
国
家
権
力
・
組
織

を
完
全
に
支
配
す
る
こ
と
で
、
権
威
主
義
的

傾
向
を
強
め
て
い
っ
た
。
外
交
面
で
は
石
油

を
て
こ
に
し
た
新
た
な
地
域
協
力
の
枠
組
作

り
を
主
導
す
る
と
と
も
に
、
地
球
規
模
で
反

米
政
権
と
の
連
携
を
強
め
て
い
っ
た
。

　
チ
ャ
ベ
ス
の
い
う
「
ボ
リ
バ
ル
革
命
」
と

は
い
っ
た
い
何
だ
っ
た
の
か
。
二
〇
世
紀
末

以
降
世
界
各
地
で
、
代
表
制
民
主
主
義
の
問

題
点
を
克
服
し
民
主
主
義
を
深
め
る
も
の
と

し
て
参
加
民
主
主
義
が
注
目
さ
れ
、
各
地
で

実
践
が
行
わ
れ
て
き
た
が
、
そ
の
な
か
で
チ

ャ
ベ
ス
の
「
国
民
が
主
人
公
の
参
加
民
主
主

義
」
は
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
か
。

チ
ャ
ベ
ス
政
権
下
の
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
は
社
会
主

義
国
と
い
え
る
の
か
。「
革
命
」
を
と
な
え

る
チ
ャ
ベ
ス
政
権
の
何
が
新
し
い
の
か
、
ま

た
新
し
く
な
い
の
か
。「
二
一
世
紀
の
社
会

主
義
」
は
「
二
〇
世
紀
の
社
会
主
義
」
と
何

が
違
う
の
か
。
こ
れ
ら
の
疑
問
を
念
頭
に
、

共
著
者
の
あ
い
だ
で
議
論
を
重
ね
た
。

　
本
書
の
構
成
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

序
章
で
は
チ
ャ
ベ
ス
政
権
の
ク
ロ
ノ
ロ
ジ
ー

を
概
観
す
る
と
と
も
に
、
チ
ャ
ベ
ス
の
政
治

思
想
の
背
景
を
さ
ぐ
る
。
第
一
章
で
は
政
治

制
度
改
革
と
新
し
い
政
治
ア
ク
タ
ー
、
第
二

章
で
は
参
加
民
主
主
義
概
念
と
参
加
制
度
の

変
質
、
第
三
章
で
は
ボ
リ
バ
ル
革
命
の
核
と

さ
れ
た
社
会
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
ミ
シ
オ

ン
」、
第
四
章
で
は
国
家
介
入
型
経
済
政
策

と
そ
の
イ
ン
パ
ク
ト
、
第
五
章
で
は
石
油
を

て
こ
に
し
た
外
交
政
策
に
つ
い
て
議
論
し
、

終
章
で
全
体
を
総
括
す
る
。

　
本
書
に
は
、
日
本
人
研
究
者
二
人
に
加
え

て
、ベ
ネ
ズ
エ
ラ
中
央
大
学
開
発
研
究
所（
Ｃ

Ｅ
Ｎ
Ｄ
Ｅ
Ｓ
）
の
政
治
学
者
三
人
が
参
加
し

て
い
る
。
ま
た
、
ま
と
ま
っ
た
デ
ー
タ
が
少

な
い
政
治
、
社
会
、
外
交
の
三
分
野
に
つ
い

て
は
、
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
人
研
究
者
の
監
督
の
も

と
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
作
成
し
た
。
そ
の
結
果

を
そ
れ
ぞ
れ
の
章
に
反
映
さ
せ
る
と
と
も
に
、

巻
末
資
料
と
し
て
一
部
掲
載
し
た
。

　
後
継
マ
ド
ゥ
ロ
政
権
の
も
と
、
石
油
価
格

下
落
に
も
見
舞
わ
れ
た
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
の
政
治

経
済
情
勢
は
悪
化
の
一
途
を
た
ど
り
、
同
国

は
現
在
対
外
債
務
の
デ
フ
ォ
ル
ト
や
政
権
交

代
の
可
能
性
が
否
定
で
き
な
い
状
況
に
あ
る
。

現
在
の
情
勢
を
理
解
す
る
た
め
に
も
、
本
書

を
役
立
て
て
頂
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

（
さ
か
ぐ
ち
　
あ
き
／
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所

ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
研
究
グ
ル
ー
プ
）
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